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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月28日(2014.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＭＡ作動装置であって、
　支持構造体と、
　前記支持構造体上に可動的に支持された可動要素と、
　前記支持構造体と前記可動要素の間に機械的に接続された３つ以上のＳＭＡアクチュエ
ータワイヤの配置物であって、前記ＳＭＡアクチュエータワイヤは、それらが収縮すると
前記支持構造体に対する前記可動要素の変位を駆動するように構成され、３つ以上の前記
ＳＭＡアクチュエータワイヤのグループは、前記可動要素における相互接続部を有し、前
記相互接続部が前記ＳＭＡアクチュエータワイヤのグループを一緒に電気的に接続する、
ＳＭＡアクチュエータワイヤの配置物と、
　前記支持構造体において前記ＳＭＡアクチュエータワイヤのグループに電気的に接続さ
れた制御回路であって、前記制御回路が前記可動要素で前記ＳＭＡアクチュエータワイヤ
に電気的に接続されることなく、駆動信号を前記ＳＭＡアクチュエータワイヤに供給する
ためにある、制御回路とを備える、ＳＭＡ作動装置。
【請求項２】
　前記制御回路は前記ＳＭＡアクチュエータワイヤのグループに信号を供給するように構
成され、前記信号の供給時に前記ＳＭＡアクチュエータワイヤのグループの両端の電圧お
よび／または電流の測定を行いかつ測定値から各ＳＭＡアクチュエータワイヤの抵抗の大
きさを導出するように構成された抵抗測定部をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記信号は所定の電流値を有し、前記抵抗測定部は前記支持構造体での前記ＳＭＡアク
チュエータワイヤのグループ内の各ＳＭＡアクチュエータワイヤの端部において電圧の測
定を行うように構成された、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記信号は所定の電圧値を有し、前記抵抗測定部は前記ＳＭＡアクチュエータワイヤの
グループの両端の電流の測定を行うように構成された、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記信号は可動要素における前記相互接続部の各側での前記ＳＭＡアクチュエータワイ
ヤの異なる組み合わせを通して供給される信号からなり、前記抵抗測定部は前記ＳＭＡワ
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イヤの異なる組み合わせにわたる測定値の関数として各ＳＭＡアクチュエータワイヤの抵
抗の大きさを導出するように構成された、請求項２から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記信号が、前記可動要素における前記相互接続部の一方の側の前記ＳＭＡアクチュエ
ータワイヤの１つと、前記可動要素における前記相互接続部の他方の側の並列の前記グル
ープの中の残りのＳＭＡアクチュエータワイヤのすべてとを通して供給される信号からな
る、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記信号が、所定の電流値を有し、かつ前記可動要素における前記相互接続部の一方の
側のＳＭＡアクチュエータワイヤの１つを通して供給される信号からなり、少なくとも１
つの他の前記ＳＭＡアクチュエータワイヤを通しては信号は供給されず、それにより前記
支持構造体での当該他のＳＭＡアクチュエータワイヤの端部の電圧は前記可動要素におけ
る前記相互接続部での電圧に追随し、前記抵抗測定部は、前記ＳＭＡアクチュエータワイ
ヤの前記１つの抵抗の大きさを、前記支持構造体での前記ＳＭＡアクチュエータワイヤの
端部での電圧の測定値から導出するように構成される、請求項３に記載の装置。
【請求項８】
　前記制御回路が駆動信号を、個々のＳＭＡアクチュエータワイヤの加熱を変化させるた
めに、前記可動要素における前記相互接続部の各側の前記グループの中のＳＭＡアクチュ
エータワイヤの異なる組み合わせを通して選択的に供給するように構成された、請求項１
から７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記制御回路が、帰還パラメータとして前記電気抵抗の大きさを用いて、個々のＳＭＡ
アクチュエータワイヤの加熱を変化させるように構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記制御回路が、個々のＳＭＡアクチュエータワイヤの加熱を各アクチュエータワイヤ
に対してそのＳＭＡアクチュエータワイヤの目標抵抗とそのＳＭＡアクチュエータワイヤ
の抵抗の大きさとの間の誤差に基づいて変化させるように構成された、請求項９に記載の
装置。
【請求項１１】
　前記制御回路が駆動信号を、前記可動要素における前記相互接続部の一方の側の前記Ｓ
ＭＡアクチュエータワイヤの１つと、前記可動要素における前記相互接続部の他方の側の
並列の複数のＳＭＡアクチュエータワイヤとからなる異なる組み合わせを通して選択的に
供給するように構成された、請求項８から１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御回路が駆動信号を、前記可動要素における前記相互接続部の一方の側の前記Ｓ
ＭＡアクチュエータワイヤの１つと、前記可動要素における前記相互接続部の他方の側の
並列の前記グループの中の残りのＳＭＡアクチュエータワイヤのすべてとからなる異なる
組み合わせを通して選択的に供給するように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記可動要素が、前記ＳＭＡアクチュエータワイヤのみによって前記支持構造体上に支
持される、請求項１から１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＳＭＡアクチュエータワイヤはそれが収縮すると、３つ以上の自由度を有して前記
支持構造体に対する前記可動要素の変位を駆動するように構成された、請求項１から１３
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　ＳＭＡアクチュエータワイヤの前記配列が、主軸の周りの４つのそれぞれの側面上に２
つのＳＭＡアクチュエータワイヤを有して、概念的主軸に対して傾斜した８個のＳＭＡア
クチュエータワイヤを備え、前記ＳＭＡアクチュエータワイヤは前記可動要素と前記支持
構造体の間に機械的に接続され、それにより、収縮すると４つのＳＭＡアクチュエータワ
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イヤの２つの群は、主軸に沿った方向とは反対の成分で前記可動要素に対して力を生じ、
各群のＳＭＡアクチュエータワイヤは主軸の周りに２重の回転対称を有して配置された、
請求項１から１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記可動要素がイメージセンサと、画像の焦点を前記イメージセンサに合わせるように
構成されたカメラレンズ素子とを備えるカメラユニットである、請求項１から１５のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＳＭＡ作動装置が前記支持構造体に固定されたイメージセンサをさらに備えたカメ
ラ装置であり、前記可動要素は画像の焦点を前記イメージセンサに合わせるように構成さ
れたカメラレンズ素子を備える、請求項１から１５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＳＭＡアクチュエータワイヤの少なくとも３つの前記グループが、前記ＳＭＡアク
チュエータワイヤのすべてからなる、請求項１から１７のいずれか一項に記載の装置。
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